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曽於市議会だより 鋸

予
算
額

億
９
４
４
８
万

５０

３
千
円
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

歳
入
は
国
保
税

億
９
４

１２

２
４
万
円
、
国
庫
支
出
金
１９

億
９
４
７
万
円
で
、
歳
出
で

は
保
険
給
付
費

億
３
４
６

３６

万
円
、
高
額
療
養
費
は
３
億

９
５
１
２
万
円
で
す
。

曽
於
市
の
国
保
加
入
世
帯

数
は
１
万
１
４
２
６
世
帯
、

被
保
険
者
数
は
２
万
１
５
４

６
人
で
す
。

反
対
意
見
の
中
で
、
国
保

加
入
者
は
農
家
・
自
営
業

者
・
年
金
暮
ら
し
な
ど
、
所

得
の
低
い
方
が
多
い
。
所
得

に
対
し
て
、
国
保
税
の
負
担

が
高
す
ぎ
る
声
が
あ
る
。
減

免
申
請
に
つ
い
て
も
具
体
的

に
対
応
を
求
め
る
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
額

億
１
２
０
４
万

７１

円
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

歳
入
で
は
支
払
基
金
交
付

金

億
２
８
５
８
万
円
、
国

３７
庫
支
出
金

億
４
９
２
５
万

２２

円
、
県
支
出
金
５
億
６
２
３

１
万
円
で
、
歳
出
で
は
医
療

諸
費
で

億
円
程
で
す
。

７１

曽
於
市
の

歳
以
上
の
老

７５

人
と

歳
以
上
の
寝
た
き
り

６５

老
人
で
、
被
保
険
者
数
は
８

５
２
６
人
で
す
。

反
対
意
見
の
中
で
、
国
は

保
険
制
度
を
改
悪
し
て
き
て

い
る
。
お
年
寄
り
の
負
担
も

２
割
負
担
が
さ
れ
て
き
た
。

国
は
本
来
負
担
す
べ
き
財
源

を
出
す
べ
き
で
あ
る
。
消
費

も
福
祉
の
た
め
と
言
い
な
が

ら
大
企
業
の
減
税
に
消
え
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
の
意

見
も
出
ま
し
た
。

予
算
額

億
１
４
８
４
万

３９

５
千
円
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

歳
入
で
は
保
険
料
５
億
５

３
９
６
万
円
、
国
庫
支
出
金

億
６
７
９
１
万
円
、
支
払

１１基
金

億
７
５
３
８
万
円
、

１１

県
支
出
金
４
億
８
０
０
８
万

円
、
歳
出
で
は
保
険
給
付
費

億
５
７
３
６
万
円
で
す
。

３７
被
保
険
者
数
は
１
万
４
１

８
６
人
で
す
。
国

％
、
県

２０

・
５
％
、
市

・
５
％
、

１２

１２

支
払
基
金

％
、
被
保
険
者

３１

％
、
調
整
交
付
金
５
％
で

１９運
営
し
ま
す
。

反
対
意
見
の
中
で
、
４
月

か
ら
介
護
保
険
料
の
大
幅
値

上
げ
で
お
年
寄
り
の
生
活
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
、
ま

た
施
設
介
護
を
受
け
ら
れ
な

い
家
族
も
出
て
い
る
の
が
実

態
で
あ
る
の
で
、
制
度
の
充

実
を
求
め
る
意
見
も
出
ま
し

た
。予

算
額
４
億
３
９
２
４
万

７
千
円
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
旧
末
吉
町
が

水
質
汚
染
に
よ
る
生
活
環
境

と
大
淀
川
の
水
質
改
善
を
目

的
に
、
平
成
５
年
度
基
本
構

想
、
平
成
７
年
度
基
本
計
画

を
策
定
し
、
平
成
９
年
度
よ

り
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
を
設
置
し
て
事
業
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。
第
１
期
区

域

を
平
成

年
度
末
に

４９
ha

１５

供
用
開
始
し
、
下
水
道
へ
の

加
入
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

平
成

年
度
に
は
、
第
２
期

１８

区
域

の
う
ち
下
新
地
・

９８
ha

新
地
・
麓
・
向
江
を
中
心
と

す
る

を
供
用
開
始
す
る

１２
ha

予
定
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度

も
、
汚
水
幹
線
及
び
枝
線
管

渠
の
詳
細
設
計
と
工
事
を
実

施
し
、
受
益
地
区
で
の
下
水

道
へ
の
接
続
を
順
次
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

予
算
額
１
億
２
０
７
２
万

５
千
円
を
賛
成
全
員
で
可
決

し
ま
し
た
。

歳
入
で
は
分
担
金
及
び
負

担
金
１
３
０
６
万
円
、
使
用

料
及
び
手
数
料
１
８
６
５
万

円
、
国
庫
支
出
金
３
２
２
９

万
円
、
県
支
出
金
２
４
９
万

円
、
歳
出
で
は
生
活
排
水
処

理
事
業
費
９
７
２
８
万
円
、

総
務
費
１
８
３
６
万
円
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
財
部
地
区

の
住
民
を
対
象
と
し
た
、
ト

イ
レ
や
台
所
の
生
活
排
水
を

処
理
す
る
合
併
浄
化
槽
事
業

で
す
。

人
槽
以
上
の
事
務

１０

所
や
工
場
な
ど
も
事
業
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
事

業
主
体
は
市
が
お
こ
な
い
住

民
が
負
担
金
と
使
用
料
を
払

う
も
の
で
す
。
長
期
的
に
は
、

市
の
財
政
の
持
ち
出
し
が
多

く
な
り
、
古
く
な
れ
ば
修
繕

費
も
市
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

当
局
は
、
住
民
の
意
向
調
査

も
行
い
、

人
槽
以
上
の
希

１０

望
者
に
は
早
く
事
業
に
参
加

す
る
よ
う
に
努
力
す
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

水
道
事
業
費
予
算
５
億
２

３
４
５
万
１
千
円
を
賛
成
全

員
で
可
決
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
給
水
戸
数
を

１
万
４
２
２
９
戸
と
想
定
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
水
道
使
用
料

や
、
工
事
代
な
ど
の
水
道
事

業
収
益
は
、
５
億
２
３
８
０

万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
が
健
康
で
豊
か
な
生
活

を
支
え
る
う
え
で
、
良
質
か

つ
安
全
・
安
定
し
た
水
を
供

給
す
る
た
め
の
施
設
維
持
管

理
費
や
企
業
債
（
借
入
金
）

の
償
還
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

本
年
度
の
施
設
整
備
は
、
大

隅
上
水
道
の
八
合
原
揚
配
水

施
設
改
修
工
事
や
末
吉
簡
易

水
道
の
、
石
綿
管
更
新
事
業

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

●
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

●
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

●
水
道
事
業
会
計
予
算

●
老
人
保
健
特
別
会
計

予
算

●
生
活
排
水
処
理
事
業

特
別
会
計
予
算


